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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

             午前11時31分 開会 

○議長（伊藤正信君） ただいまより平成24年第１回弥富市議会臨時会を開会します。 

 これより会議に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（伊藤正信君） 日程第１、会議録署名議員の指名をします。 

 会議規則第81条の規定により、三宮十五郎議員と渡邊昶議員を指名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（伊藤正信君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りをします。 

 第１回弥富市議会臨時会の会期を本日１日としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

             〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（伊藤正信君） 異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日１日と決定をいたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 日程第３ ポートセールスに関する事項の調査結果報告について 

○議長（伊藤正信君） 日程第３、ポートセールスに関する事項の調査結果報告についてを議

題といたします。 

 審査結果の報告を旅費調査特別委員長、お願いをいたします。 

○旅費調査特別委員長（黒宮喜四美君） 旅費調査特別委員会の審査経過と結果を御報告いた

します。 

 まず、調査経過につきまして、委員会を３回、調査を１回行いました。12月９日特別委員

会を、第１委員会室で委員全員の方の御出席のもとに第１回目の委員会を開催し、問題点の

確認を行い、観光の意味合いが強い行程、一般的な旅行に比べて高いと思われる宿泊代とバ

ス・ガイド代、航空運賃及び添乗員費用などの諸経費、負担金参加での日当の支出の是非、

予算審議のあり方を重点的に調査することとなりました。 

 調査を12月14日に行いました。名鉄観光（株）伏見支店へ出向きました。出席者は正・副

委員長と、議会事務局長ほか事務局の４人で行ったわけであります。名鉄観光（株）伏見支

店におきましては、石川支店長、杉浦営業課長に聞き取り調査及び文書回答を依頼し、バ

ス・ガイド・宿泊代は現地旅行社を通じ仕入れている。なお、宿泊については通常ツインの

部屋を１人で使用しているので高くなる。航空運賃は、今回の視察ではファーストクラス、
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ビジネスクラスのみの設定であり、市長はビジネスクラスで参加をしている。添乗員費用に

は航空運賃、宿泊代が含まれている。また、添乗員費用は参加者の日数に応じて請求してい

る。市長は全行程参加で、参加者での最高額となっている。 

 また、市側にも文書で過去のポートセールスの行程の提出を依頼したところ、既に保存期

間が過ぎ、廃棄処分済みであり、日当の支払いの是非は条例、規則及び旅行命令に基づいて

定額支給しているとの回答を得ました。 

 第２回目の委員会を12月19日、出席者、委員全員であります。 

 調査結果をもとに再度委員会を開催し、行程では、過去のポートセールスとは異なり、名

古屋商工会議所等が加わり、経済交流の目的が入ったことで観光地も視察行程に含まれるよ

うになったことと、市長が行程に介入できなかったこと、また航空運賃についても、旅費に

関する条例でビジネスクラスも使用可能であること、添乗員費などの諸経費についても、高

額ではあるが実費用であること、日当も市の条例規定等に基づき支払いがされているなどで、

問題ではないとの意見もありましたが、観光色の強いものは返納すべきではないかとの意見

もあり、再度調整することになりました。 

 １月27日、第３回目の委員会を開催しました。全員の方の出席、市側から副市長、総務部

長、総務課長に出席をいただきました。 

 市側より、今後のポートセールスの参加については、詳細な日程が出た後の６月、または

９月定例会にお示しをし、参加の是非を問うこと、日当の支出はしないとの回答がありまし

た。 

 調査結果として、名古屋港の港湾整備や利用の促進は弥富市の発展に大きく寄与するもの

であり、ポートセールスについては、今後も積極的に参加すべきである。 

 しかしながら、平成20年度のポートセールスは、負担金の参加で、その行程に市側が介入

できなかったこととはいえ、経費金額が世情にふさわしい金額であるか、また日程について、

ポートセールスにふさわしく妥当なものであるかの検討が十分されなかったとの反省も踏ま

え、今後のポートセールスへの参加については、議会側にも事前の説明を十分に行い、理解

が得られて後、参加の是非を決定する。また、過去のポートセールスを含む負担金での海外

視察参加については、日当の支出がされていなかったようですが、平成12年のポートセール

スでは支出がされ、取り扱いが変更されていたことが議会議論されました。今後は、海外視

察に要する必要経費が負担金で賄われている状況を踏まえ、日当の支払いはしないこととし、

運用基準等の必要規定の整備を図ることが市側から示されました。 

 本日、10時から委員会を開催し、旅費調査特別委員会は以上のことを全会一致で了承しま

したので、御報告をいたします。 

 以上であります。 
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○議長（伊藤正信君） 御苦労さまでした。 

 今、調査特別委員長からの御報告をいただきましたが、ここで市側より発言を求められて

おりますので、許可をいたします。 

 大木副市長。 

○副市長（大木博雄君） 名古屋港への外国貿易船の入港及びコンテナ取扱量の増加は、トン

税の増収はもちろんのことでありますし、港湾の背後地としての弥富市の発展に大きく寄与

するものでありますので、名古屋港利用促進、いわゆるポートセールスについては、機会を

とらえて今後も参加をしていきたいと考えております。 

 ただ、その行程につきましては、その本来の目的に照らし、適切なものかどうかについて

はしっかりと検証しなければならないと考えております。今後、参加を予定する場合は、そ

のポートセールスの行程を可能な限り資料を取り寄せ、議員の皆様にも協議をいただいて、

効果があると判断した場合は参加をさせていただきたいと考えております。 

 また、日当につきましては、現在、宿泊を要する旅行は日数に応じて１日当たりの定額で

日当を支給しておりますが、24年度からは、費用の全額を負担金等で支出される場合は日当

を支給しないこととさせていただきます。ただし、団体等に随行する場合で、日当を費用の

一部として当該団体にお支払いする場合は、日当を支給することとさせていただきます。よ

ろしくお願いをいたします。 

○議長（伊藤正信君） では、特別委員長の報告と、市側より改めてそれぞれ今後の扱い方に

ついての決意と報告がされました。 

 皆さん方、これより質疑に入りますが、質疑の方ございませんか。 

             〔「なし」の声あり〕 

○議長（伊藤正信君） 質疑なしという御意見ですので、質疑なしと認め、本案は委員長報告

のとおり承認をすることといたします。 

 以上をもちまして、本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

 これをもって、平成24年第１回弥富市議会臨時会を閉会といたします。御苦労さまでした。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

             午前11時41分 閉会 

 

 本会議の顛末を記載し、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

          弥富市議会議長  伊 藤 正 信 

 

 



－６－ 

            同  議員  三 宮 十五郎 

 

 

            同  議員  渡 邊   昶 

 


